
ICTの活用による
学習活動の充実
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子供とICT （PISA2018）

OECD 生徒の学習到達度調査
2018年調査(PISA2018) 2



読解力について（PISA2018から明らかになったこと）

OECD 生徒の
学習到達度調査
2018年調査

情報端末を活用しながら、情報を集めたり、
情報を整理・分析したりする学習活動が前提
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学習の基盤となる資質・能力

２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

（１）各学校においては、児童（生徒）の発達の段
階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラル
を含む。）問題発見・解決能力等の学習の基盤とな
る資質・能力を育成していくことができるよう、各
教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から教
育課程の編成を図るものとする。 〔小中総則〕
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情報活用能力

将来の予測が難しい社会において、情報を主体的
に捉えながら、何が重要かを主体的に考え、見い
だした情報を活用しながら他者と協働し、新たな
価値の創造に挑んでいくためには、情報活用能力
の育成が重要となる。（中略）情報技術を手段と
して学習や日常生活に活用できるようにしていく
ことも重要となる。〔小中高 総則編〕
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情報活用能力の育成

言語能力 問題発見・解決能力

参考：情報活用能力のために（H27文科）・小中高総則編

情報活用能力

収集
整理・比較

創造・表現

発信・伝達

処理・編集

保存・共有

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、
ICTの効果的な活用は必要不可欠。 6



教育の情報化

文部科学省(2019)「教育の情報化に関する手引」より

（略）社会生活の中でICTを日常的に活用することが当たり前の世の中
となる中で、社会で生きていくために必要な資質・能力を育むためには、
学校の生活や学習においても日常的にICTを活用できる環境を整備し、
活用していくことが不可欠である。さらにICTは、教師の働き方改革や
特別な配慮が必要な児童生徒の状況に応じた支援の充実などの側面にお
いても、欠かせないものとなっている。これからの学びにとっては、
ICTはマストアイテムであり、ICT環境は鉛筆やノート等の文房具と同様
に教育現場において不可欠なものとなっていることを強く認識し、その
整備を推進していくとともに、学校における教育の情報化を推進してい
くことは極めて重要である。
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「教員が大型提示装置などのICTを活用した授業を
週１回程度以上行った」

山形県の実態① （2019）

2019（H31） 全国学力・学習状況調査 学校質問紙 より

・小学校 ⇒ ６９．２％
（全国比ー１１．６％）

・中学校 ⇒ ７８．６％
（全国比ー２．２％）

ICTが進まなかった要因（例）
「使いたくても、機材が足りず使えない時がある」
「特別な教材研究や専門的な知識が必要なのでは？」
「ICTを使うことの効果がわからない」等 8



「授業でもっとコンピュータなどのICTを活用したい」

山形県の実態② （2019）

・小学校 ⇒ ８７．５％
（全国比＋１．０％）

・中学校 ⇒ ８０．８％
（全国比＋２．５％）

2019（H31）全国学力・学習状況調査 児童・生徒質問紙 より
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事業の概要 2020ー2021（R2ーR3）

ICTの活用による学習活動の充実推進事業

・児童生徒の確かな学力の育成に向けて、ICTを活用
した指導法の効果を実証し、教員の実践的指導力の
向上を図る。

・実践の効果を県内に周知することで、授業場面にお
けるICTの積極的な活用を推進する。
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・一斉活動の場面
・協働学習の場面
・個別学習の場面 等

事業の重点

学校におけるICTを活用した学習場面

児童生徒の確かな学力の育成
教員の実践的指導力の向上

ICTの
効果的な活用
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ICT教育推進拠点校による実証研究

ICT教育推進拠点校の役割

ア） ICTを活用した学習活動の効果実証

イ）研究成果の発信・普及

ウ）県内・県外グループ研修による
研究の深化
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成果 ーステップアップの見通しー

▶︎日常使いから、児童生徒主体の活用へ
「使い方を教師が選ぶ」から「児童生徒自らいつどう使うかを考える環境・授業設計」へ

▶︎スペシャルな授業よりも日常使いへの意識
▶︎ICTを指導の道具から、学習環境へ
▶︎これまでの学習過程の中に、子供たちに
とっての文房具的位置づけを目指して

▶︎家庭への持ち帰り・遠隔授業

ICTの活用場面として
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成果 ーステップアップの見通しー

▶︎クラウドを活用した学習による学びの蓄積
▶︎教科単元に即した教材・アプリの工夫
▶︎単元を通して、ICTをどう活用すると

より学びが深まるかという視点を大切に
▶︎協働学習による学び合いの深化

授業設計・授業づくり
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成果 ーステップアップの見通しー

▶︎情報活用能力表の活用
▶︎育てたい資質・能力の明確化
▶︎小中でのつながり、情報活用能力の系統
▶︎教科等横断の視点からどう育むかの検討

→子供の姿からカリキュラムを改善するサイクルへ

情報活用能力の系統的な育成
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令和の日本型学校教育

16



令和の日本型学校教育（ICT）
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学校教育指導の重点（山形県）

P18

P23
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県ＩＣＴ活用の充実へ （県教育センター）
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本フォーラム開催にあたって

拠点校の実践、パネルディスカッ
ション、講演を通して、各学校のICT
活用の機運を、より一層高めていく
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